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Supermembraneの不安定性

不安定性の古典的な描像 (Membraneのエネルギー = 張力×面積) 

エネルギーを変えないMembraneの変形をすることが可能

1枚のSupermembrane 多体系へ崩壊

de Wit, Luscher,Nicolai(‘89) 

Supermembraneの不安定性が、ABJM模型では見えるか？
(ABJM模型：M理論(Supermembrane)の低エネルギー有効理論)

Supermembraneは不安定

Motivation



1枚のM2ブレーン ＝ U(1)×U(1) ABJM模型

１、Spike likeなBPS解を構成

２、BPS解回りでゆらぎの解析(M2ブレーンの変形)

３、BPS解回りのゆらぎなので、負モードは存在しない
ゼロモードの存在の確認

不安定性を調べる方法

不安定性のサイン

Aharony,Bergman
Jefferis,Maldacena(‘08)



M2ブレーンがオービフォルドにn回巻き付いたBPS解

BPS equation

Novel Higgs mechanism

3 dim U(1) Super Yang Mills(SYM)
(D2ブレーン上の低エネルギー有効理論)

Callan,Maldacena(‘97)

スパイクがD2ブレーン上に端点を持つFストリングを表すBPS解
nはストリングの本数を表す。

古典解 (half BPS解)

U(1)×U(1)ABJM模型



overallの係数は任意の数 許されるゼロモード

overallの係数はF ストリングの数 禁止されるゼロモード

SYM

ゆらぎのゼロモード

BPS解まわりのゆらぎのゼロモードを調べる。
FストリングとM2ブレーンの違いについて説明する。

U(1)×U(1) ABJM模型

結論

F1:ゼロモードは存在しない

M2:ゼロモードは存在する

ABJM模型でのM2ブレーンの
不安定性への示唆


